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要　旨

近年，高速・高精度が要求される工作機械などの機械分

野では，ボールねじと回転モータによる駆動機構の剛性限

界を超えるために，リニアサーボモータを用いたダイレク

トドライブ構造を採用する事例が増えてきた。三菱電機で

は，これまでに工作機械向け及び一般産業用途向けにリニ

アサーボモータを製品化し，ラインアップを充実させてき

たが，リニアモータを採用する機械分野が更に広がってき

たため，より多くの顧客仕様に柔軟に対応することが求め

られてきた。そこで，多品種・変量生産に適した構造の検

討を行い，また，従来機種よりも小型・軽量・低発熱を志

向した新構造のリニアサーボモータを開発した。

特長は，分割コアを用いて高密度集中巻きを行い，コイ

ルエンドサイズの縮小と低損失化・小型・軽量化を図った

ことと，多品種に対応可能な構造として，“抜きカシメ”の

積層で製作した基準コアを複数個連結固定する構造（通

称：串（くし）カツ方式）を開発したことである。

また，集中巻きを採用するに当たり，高精度な磁界解析

を行って，スロット開口部の形状を工夫することによって，

従来の分布巻き構造に対して，コギングが同等となるよう

にした。

この構造により，推力数十N～数百Nまでの幅広い種類

に対して同一の方式で製造可能となり，製造時間短縮と部

品共通化により，治工具段取り替えも最小とすることがで

きた。また，小型化として，従来構造のリニアサーボモー

タに比べて，モータ幅20％短縮を実現し，高密度な集中巻

きを実現してコイルの占積率を上げた結果，損失を55％低

減することができた。

串カツ方式リニアサーボモータ可動子 

基準コア（カツ） 

抜きカシメで積層した基準コアを必要数だけ直列に並べて巻線し，巻線したコアを並列に必要数並べて，連結棒をコア上面の溝に嵌（は）めて
溶接して固定する。基準コアの幅，長さを単位として形状変更を容易にできる。基準コアをカツ，連結棒を串と見立てて“串カツ方式”と呼んで
いる。
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